
29

国境の島の国際交流

二
〇
一
五
年
六
月
十
二
日　

開
催

国
境
の
島
の
国
際
交
流
―
朝
鮮
通
信
使
を
掘
り
起
こ
し
た
対
馬
市
の
試
み

 

阿
比
留
正
臣

■
講
演
者
…
…
阿
比
留
正
臣
（
対
馬
市
観
光
交
流
商
工
課
）

■
司　

会
…
…
林　

史
樹
（
本
学
ア
ジ
ア
言
語
学
科
教
授
）

は
じ
め
に

皆
さ
ん
は
、
対
馬
を
ご
存
知
で
す
か
？　

対
馬
は
、
縦
八
二
キ
ロ
、

横
一
八
キ
ロ
と
約
七
〇
〇
平
方
キ
ロ
の
広
さ
を
誇
り
、
日
本
の
中
で
は

沖
縄
県
を
除
い
て
、
奄
美
大
島
、
佐
渡
島
に
次
ぐ
三
番
目
に
大
き
な
島

で
す
。
博
多
な
ど
日
本
本
土
か
ら
の
距
離
は
一
四
〇
キ
ロ
、
一
方
韓
国

と
は
四
九
・
五
キ
ロ
の
距
離
で
、
釜
山
の
夜
景
を
肉
眼
で
見
る
こ
と
の

で
き
る
、
ま
さ
に
国
境
の
島
で
す
。

国
際
友
好
都
市
対
馬

・
航
路

対
馬
の
航
路
は
、
厳
原
港
、
比
田
勝
港
二
箇
所
の
港
か
ら
、
国
内
で

は
博
多
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
韓
国
釜
山
へ
の
直
行
便
も
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
入
国
管
理
局
、
税
関
、
検
疫
が
あ
り
、
こ
れ
は
沖
縄
県
を

除
い
て
島
で
は
対
馬
だ
け
で
す
。
島
と
し
て
は
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
す
。

韓
国
と
の
定
期
航
路
を
最
初
に
就
航
し
た
の
は
韓
国
の
大
亜
高
速
海

運
で
、
平
成
一
一
年
七
月
の
こ
と
で
す
。
平
成
二
三
年
三
月
に
は
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
運
航
が
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
が
、
三
ヶ
月

後
の
六
月
に
は
運
航
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
三
年
一
〇

月
か
ら
日
本
側
で
も
Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
ビ
ー
ト
ル
が
就
航
し
、
さ
ら
に
一

一
月
に
は
韓
国
未
来
高
速
の
コ
ビ
ー
が
就
航
し
ま
し
た
。
高
速
船

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
で
は
対
馬
と
釜
山
を
約
一
時
間
で
つ
な
ぎ
、
韓
国

の
方
は
日
帰
り
で
も
対
馬
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

対
馬
市
に
来
て
い
る
韓
国
か
ら
の
入
国
者
数
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、

円
安
や
教
科
書
問
題
、
東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
で
浮
き
沈
み
が
あ
り

な
が
ら
六
万
〜
七
万
人
が
訪
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
四
年
か
ら
急

激
に
一
五
万
人
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。
そ
の
後
も
徐
々
に
増
加
傾
向
に
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あ
り
、
平
成
二
六
年
は
一
九
万
人
で
し
た
が
、
セ
ウ
ォ
ル
号
事
件
が
な

け
れ
ば
二
〇
万
人
を
超
え
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
全
国
に
来
る

韓
国
人
の
う
ち
六
〜
七
％
の
人
が
対
馬
に
来
て
い
る
と
い
う
の
は
大
き

な
特
徴
で
す
。

・
空
路

空
路
は
福
岡
・
長
崎
と
も
に
約
三
〇
分
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
国

際
線
と
し
て
は
、
平
成
二
一
年
七
月
か
ら
Ｋ
Ｅ
Ａ
（
コ
リ
ア
エ
ク
ス
プ

レ
ス
エ
ア
）
に
よ
る
韓
国
金
浦
空
港
〜
対
馬
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ャ
ー

対馬市からみた釜山の夜景

韓国人訪問者数の推移（平成27年度は 4月までの集計）

■
平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

厳原港 1,646 7,551 8,320 10,509 15,734 9,685 22,872 27,157 40,448 48,007 30,843 40,834 27,802 73,314 77,585 75,468 27,610

比田勝港 371 11,267 13,764 14,845 25,042 24,342 14,087 17,720 18,201 76,434 103,301 118,564 51,682

空港 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 336 1,724 1,693 1,088 926 0 0

合計 2,017 7,551 8,320 10,509 15,734 20,952 36,636 42,002 65,490 72,349 45,266 60,278 47,696 150,836 181,812 194,032 79,292

年
別
集
計

平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 
系列1 2,017 7,551 8,320 10,509 15,734 20,952 36,636 42,002 65,490 72,349 45,266 60,278 47,696 150,836 181,812 194,032 79,292 
系列2 1,646 7,551 8,320 10,509 15,734 9,685 22,872 27,157 40,448 48,007 30,843 40,834 27,802 73,314 77,585 75,468 27,610 
系列3 371  11,267 13,764 14,845 25,042 24,342 14,087 17,720 18,201 76,434 103,301 118,564 51,682 
系列4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 336 1,724 1,693 1,088 926 0 0 
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タ
ー
便
が
就
航
し
て
い
ま
し
た
。
一
時
間
で
ソ
ウ
ル
ま
で
行
け
る
便
で

し
た
が
、
座
席
数
が
一
九
席
と
少
な
く
、
需
要
に
応
え
ら
れ
ず
に
平
成

二
五
年
七
月
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
二
六

年
以
降
三
六
人
乗
り
の
小
型
機
に
変
更
し
就
航
す
る
計
画
が
進
ん
で
い

ま
す
。

・
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市

先
述
の
よ
う
な
地
理
的
特
徴
を
持
つ
対
馬
は
、
昭
和
六
一
年
に
は
既

に
釜
山
市
影
島
区
と
姉
妹
島
縁
組
を
締
結
し
て
い
ま
し
た
（
平
成
一
六

年
に
対
馬
市
と
な
り
、
翌
年
平
成
一
七
年
に
市
と
し
て
再
締
結
）。
行
政

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
対
馬
の
蕎
麦
打
ち
体
験
、
登
山
な
ど
を
通
し
て

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
一
七
年
二
月
に
蔚
山
市
蔚
州
郡
と
「
文
化
交
流
協
力
に

よ
る
意
向
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
蔚
州
郡
は
室
町
時
代
の
朝
鮮
通
信

使
で
あ
る
李
藝（
イ
・
イ
エ
）氏
の
出
身
地
で
も
あ
り
ま
す
。
蔚
州
郡
の

お
祭
や
音
楽
祭
へ
参
加
す
る
な
ど
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
中
国
と
も
平
成
二
四
年
七
月
に
、
中
国
上
海
市
崇
明
県
と
「
友

好
関
係
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
が
、
尖
閣
諸
島
の
問
題
に
端
を
発
す

る
日
中
関
係
の
冷
え
込
み
に
よ
り
中
国
政
府
か
ら
崇
明
県
に
交
流
休
止

の
命
令
が
あ
り
、
現
在
交
流
事
業
は
休
止
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
対
馬
の
国
際
交
流
三
大
祭
り

韓
国
と
の
交
流
事
業
が
多
い
こ
と
は
対
馬
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
言
え

ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
や
、
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
・
テ
ニ
ス
と

い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
交
流
、
写
真
展
の
開
催
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
が
、
中
で
も
お
祭
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
は
市
民
も
多
く
参
加
し

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
も
の
で
す
。

〈
対
馬
厳
原
港
ま
つ
り
〉

対
馬
厳
原
港
ま
つ
り
は
、
昭
和
三
九
年
か
ら
続
く
対
馬
最
大
の
夏
祭

り
で
す
。
昭
和
六
三
年
か
ら
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
」

を
追
加
し
、
毎
年
、
江
戸
時
代
に
行
わ
れ
た
朝
鮮
通
信
使
行
列
を
四
〇

〇
人
規
模
で
再
現
し
て
き
ま
し
た
。
日
韓
両
国
の
要
人
も
集
ま
り
、
行

列
の
再
現
で
は
韓
国
の
舞
踊
団
や
楽
隊
も
華
や
か
さ
を
加
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
二
五
年
は
仏
像
盗
難
問
題
で
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
削
除
、

ま
た
朝
鮮
通
信
使
行
列
の
再
現
も
休
止
と
な
り
ま
し
た
。
再
開
を
予
定

し
た
平
成
二
六
年
も
、
悪
天
候
の
た
め
に
行
列
再
現
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
本
年
二
七
年
は
三
年
ぶ
り
に
再
現
さ
れ
る
予
定
で
す
。

〈
国
境
マ
ラ
ソ
ン
大
会
〉

よ
り
国
境
に
近
い
上
対
馬
町
で
日
韓
の
ラ
ン
ナ
ー
約
千
人
が
参
加
す

る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。
平
成
九
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
平
成
一
三

年
四
月
に
は
韓
国
の
「
慶
州
桜
マ
ラ
ソ
ン
」
と
姉
妹
縁
組
締
結
を
し
ま

し
た
。

〈
海
道
音
楽
祭
（
旧
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
）〉

日
本
と
韓
国
の
有
名
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
合
同
音
楽
祭
で
す
。

平
成
八
年
か
ら
毎
年
八
月
の
最
終
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成

二
五
年
は
や
は
り
仏
像
盗
難
問
題
の
影
響
で
開
催
が
不
安
定
と
な
り
、
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平
成
二
六
年
度
か
ら
海
道
音
楽
祭
と
名
称
を
変
更
し
て
再
出
発
し
ま
し

た
。

日
韓
の
窓
口

・
国
際
交
流
員
の
活
躍

こ
れ
だ
け
韓
国
と
日
常
的
に
接
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
対
馬
に

常
駐
す
る
韓
国
の
方
の
協
力
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
三
年

か
ら
美
津
島
町
等
で
国
際
交
流
員
の
招
聘
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
八
年
か
ら
は
、
自
治
体
国
際
化
協
会（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
招
聘
が
開
始
さ
れ
、
現
在
は
韓
国
人
二
名
を
招
聘
中

で
す
。
主
な
任
務
は
、
文
書
等
の
翻
訳
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
通
訳
業
務
、

市
民
対
象
の
語
学
講
座
の
開
催
な
ど
で
、
国
際
交
流
事
業
全
般
で
活
躍

中
で
す
。
小
学
校
等
で
の
韓
国
語
講
座
や
料
理
教
室
な
ど
も
行
い
、
子

供
の
頃
か
ら
韓
国
語
や
韓
国
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
整
っ
て
き
て
い
ま

す
。・

一
般
財
団
法
人 

対
馬
市
国
際
交
流
協
会

平
成
一
五
年
四
月
に
旧
六
町
が
共
同
出
資
し
て
「
財
団
法
人 

対
馬
国

際
交
流
協
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
（
平
成
二
六
年
四
月
一
日
よ
り
一
般

財
団
法
人
に
移
行
）。
そ
し
て
、
釜
山
市
に
「
対
馬
釜
山
事
務
所
」
を
開

設
し
、
現
地
職
員
二
名
を
雇
用
し
運
営
し
て
い
ま
す
。
観
光
説
明
会
や

観
光
商
談
会
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
馬
の
魅
力
を
韓
国
の
方
々
に

伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
添
乗
員
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
研
修
会
に

よ
っ
て
対
馬
や
日
本
の
正
確
な
歴
史
・
姿
を
伝
え
る
努
力
を
し
、
他
に

も
「
日
本
歌
謡
大
会
」
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
景
勝
地
め
ぐ

り
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
と
い
っ
た
対
馬
な
ら
で
は
の
レ
ジ
ャ
ー
体
験
、
茶

道
・
華
道
な
ど
日
本
の
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
う
よ
う
な
企
画
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
少
し
言
及
し
て
お
き
た
い
の
は
「
倭
館
」
の
こ
と
で
す
。「
倭

館
」
は
、
李
氏
朝
鮮（
朝
鮮
王
朝
）時
代
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
朝

鮮
半
島
南
部
に
設
置
さ
れ
た
日
本
人
居
留
地
の
こ
と
で
す
。
文
禄
・
慶

長
の
役
以
前
は
複
数
個
所
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
釜

山
に
限
定
さ
れ
、
日
本
側
は
対
馬
藩
が
朝
鮮
と
の
外
交
・
通
商
を
行
っ

て
お
り
、
館
主
以
下
、
役
人
を
含
め
五
〇
〇
人
ほ
ど
が
住
ん
で
い
た
と

い
い
ま
す
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
鎖
国
の
窓
と
し
て
名
高
い
長
崎
の
出

島
と
は
反
対
に
、
日
本
か
ら
朝
鮮
に
赴
い
て
、
そ
れ
も
対
馬
藩
の
み
の

お
よ
そ
五
〇
〇
人
の
者
が
、
広
さ
一
〇
万
坪
を
誇
る
場
所
で
鎖
国
下
に

堂
々
と
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
で
し
ょ
う
。「
倭
館
」
は
対
馬
の
朝
鮮
貿
易
の
拠
点
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
、
そ
れ
が
明
治
六
年（
一
八
七
二
年
）二
月
、
新
政
府

が
外
交
権
を
没
収
す
る
ま
で
約
二
〇
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た

の
で
す
。
対
馬
釜
山
事
務
所
は
こ
の
「
倭
館
」
の
あ
っ
た
区
域
内
に
事

務
所
を
か
ま
え
、
現
在
も
対
馬
と
釜
山
、
日
本
と
韓
国
の
交
流
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。



33

国境の島の国際交流

朝
鮮
通
信
使

・
対
馬
の
国
際
交
流
の
起
こ
り

朝
鮮
通
信
使
は
日
本
と
韓
国
の
平
和
遺
産
で
す
。
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮

侵
略
に
よ
り
途
絶
え
て
い
た
日
朝
間
の
国
交
を
、
江
戸
幕
府
（
徳
川
家

康
）
が
回
復
し
よ
う
と
対
馬
藩
を
仲
介
役
と
し
て
交
渉
を
重
ね
、
一
六

〇
七
年
に
朝
鮮
王
朝
か
ら
の
使
節
派
遣
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
江

戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
の
は
じ
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
の
代

替
わ
り
ご
と
に
派
遣
さ
れ
、
一
八
一
一
年
ま
で
の
約
二
〇
〇
年
間
で
一

二
回
の
来
日
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
朝
鮮
か
ら

の
外
交
使
節
が
日
本
と
友
好
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
は
、
今
で
は
教

科
書
に
も
載
り
有
名
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
明
治
期
・
朝
鮮
の
日
本

統
治
時
代
に
は
日
本
人
も
韓
国
人
も
一
部
の
学
者
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
忘
れ
去
ら
れ
た
歴
史
を
、
朝
鮮
と
の
窓
口

と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
対
馬
が
復
活
さ
せ
よ
う
と
始
ま
っ

た
の
が
朝
鮮
通
信
使
行
列
の
再
現
で
す
。

そ
の
歴
史
は
、
最
初
は
観
光
客
向
け
の
仮
装
行
列
で
し
た
。
三
七
年

前（
一
九
七
八
年
）、
当
時
は
韓
国
か
ら
の
観
光
客
は
ほ
と
ん
ど
来
て
い

な
い
時
代
で
、
日
本
の
方
々
に
向
け
て
一
番
韓
国
に
近
い
対
馬
で
異
国

情
緒
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
味
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
三
四
年
前（
一
九
八
〇
年
）に
辛
基
秀
先
生
の
映
画
「
江
戸
時
代

の
朝
鮮
通
信
使
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
時
代
考
証
を
重
ね
、
本
物
を

再
現
し
よ
う
と
い
う
動
き
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。
地
元
有
志
が
朝

鮮
通
信
使
行
列
振
興
会
を
発
足
す
る
な
ど
、
様
々
な
協
力
に
よ
っ
て
毎

年
の
厳
原
港
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
再
現
さ
れ
、
今
年
で

三
七
年
目
を
迎
え
ま
す
（
た
だ
し
、
平
成
二
五
年
は
仏
像
盗
難
問
題
で

中
止
、
平
成
二
六
年
は
台
風
の
影
響
で
中
止
、
平
成
二
七
年
は
三
年
ぶ

り
の
再
現
と
な
る
）。

・
朝
鮮
通
信
使
縁
地
連
絡
協
議
会

こ
の
対
馬
で
行
わ
れ
て
い
た
朝
鮮
通
信
使
行
列
の
再
現
を
も
っ
と
日

本
全
国
・
韓
国
に
も
広
め
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
組
織
化
さ
れ
た
の
が

朝鮮通信使行列の再現



34

朝
鮮
通
信
使
縁
地
連
絡
協
議
会（
以
下
：
縁
地
連
）で
す
。
初
代
会
長
・

松
原
一
征
氏
は
、
当
時
の
担
当
職
員
と
と
も
に
朝
鮮
通
信
使
が
た
ど
っ

た
、
壱
岐
、
福
岡
、
下
関
、
上
関
、
福
山
、
牛
窓
、
大
阪
…
と
各
縁
地

を
訪
ね
東
京
ま
で
協
議
会
へ
の
加
入
依
頼
の
行
脚
を
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
日
韓
親
善
友
好
の
歴
史
的
資
産
で
あ
る
「
朝
鮮
通
信
使
」
を
支
え

た
“誠
信
の
交
隣
〞を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
二
一
世
紀
の
“ア
ジ
ア
太
平

洋
時
代
〞と
り
わ
け
“日
韓
新
時
代
〞の
重
要
性
を
見
据
え
、
一
九
九
五

年
一
一
月
に
結
成
し
ま
し
た（
平
成
二
六
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
移
行
。
現

在
は
一
八
の
自
治
体
に
加
え
、
四
四
の
民
間
団
体
と
一
一
二
名
の
個
人

会
員
で
組
織
さ
れ
て
い
る
）。

朝
鮮
と
の
交
流
を
考
え
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
人
物
が
雨
森
芳
洲
で

す
。
雨
森
芳
洲
は
、
木
下
順
庵
の
門
下
生
で
、
同
門
の
新
井
白
石
ら
と

と
も
に
木
門
十
哲
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
、
政
治
・
教
育
・
学
問
・
芸

術
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。
も
と
は
滋
賀
県
の
生
ま

れ
で
、
日
朝
外
交
の
窓
口
で
あ
っ
た
対
馬
藩
に
仕
え
、
外
交
交
渉
に
尽

力
し
ま
し
た
。

一
九
九
〇
年
、
韓
国
の
盧
泰
愚
大
統
領
が
来
日
し
た
際
の
宮
中
晩
餐

会
で
、
雨
森
芳
洲
と
玄
徳
閏
の
お
話
を
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
外
交
思

想
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
自
ら
も
朝
鮮
に
渡
っ
て
学
ん
だ
経
験
の

あ
る
芳
洲
は
、
互
い
の
習
慣
や
文
化
に
つ
い
て
学
び
尊
重
す
る
こ
と
が

善
隣
外
交
を
維
持
す
る
道
だ
と
し
て
、「
誠
信
の
交
隣（
互
い
に
欺
か
ず
、

争
わ
ず
、
真
実
を
も
っ
て
交
わ
る
こ
と
こ
そ
ま
こ
と
の
誠
信
で
あ
る
）」

を
基
本
思
想
と
し
ま
し
た
。
こ
の
思
想
は
現
代
の
日
朝
関
係
に
お
い
て

も
大
切
に
す
べ
き
も
の
と
し
て
縁
地
連
の
基
本
姿
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
会
長
の
松
原
一
征
氏
が
、
当
時
釜
慶
大
学
の
総
長
で
あ
っ
た

姜
南
周（
カ
ン
・
ナ
ム
ジ
ュ
）に
呼
び
か
け
、
二
〇
〇
三
年
に
朝
鮮
通
信

使
文
化
事
業
会
が
発
足
さ
れ
、
韓
国
で
も
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
事
業

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
に
は
釜
山
文
化
財
団

へ
吸
収
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
に
縁
地
連
と
協
定
書
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

日
韓
共
同
で
平
和
遺
産
で
あ
る
朝
鮮
通
信
使
を
普
及
し
て
い
く
土
台
が

整
っ
た
の
で
す
。

縁
地
連
の
主
な
活
動
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

一
、
朝
鮮
通
信
使
に
関
連
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
及
び
開
催

二
、
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
史
料
・
史
跡
の
調
査
、
資
料
収
集
な
ら

び
に
研
究

三
、
縁
地
間
で
の
情
報
交
換
お
よ
び
文
化
経
済
交
流

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、「
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち
全
国
交
流
会
」

を
各
縁
地
で
順
番
に
開
催
し
、
今
年
で
二
二
回
目
を
数
え
ま
す
。
各
地

で
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
に
よ
っ
て
、
縁
地
間
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
年
平
成
二
七
年
は
日
韓
国
交
正
常
化
五
〇
周
年
に
あ
た
り
、

全
国
交
流
会
以
外
に
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
月
三
〇
日　

日
韓
友
好
の
つ
ど
い（
対
馬
市
）ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
対
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国境の島の国際交流

馬
物
語
」
の
公
演

九
月
一
九
日　

日
韓
交
流
お
ま
つ
り（
ソ
ウ
ル
）朝
鮮
通
信
使
行
列
の

再
現

九
月
一
九
日　

家
康
公
四
〇
〇
年
祭（
静
岡
市
）朝
鮮
通
信
使
行
列
の

再
現

九
月
二
六
日　

日
韓
交
流
お
ま
つ
り（
東
京
）朝
鮮
通
信
使
行
列
の
再

現
、
韓
国
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
演

日
韓
キ
ャ
ン
プ
フ
ェ
ス
タ
（
対
馬
市　

九
月
頃
予
定
）

韓
国
大
使
館
主
催
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
東
京　

一
〇
月
下
旬
〜
一
一
月

初
旬
）
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
対
馬
物
語
」
の
公
演

一
一
月
一
四
日　

第
二
二
回
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち
全
国
交
流

会　

大
垣
大
会

こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
年
一
回
発
行
す
る
機
関
誌
「
縁
地

連
だ
よ
り
」
に
よ
り
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
の
方
々
に
も
様
子
が

伝
わ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
第
一
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
朝
鮮
通
信
使
の

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
登
録
推
進
事
業
で
す
。
平
成
二
五
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
こ
の
事
業
も
、
平
成
二
七
年
度（
二
〇
一
六
年
）の
登
録
申
請
に

向
け
、
い
よ
い
よ
山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
釜
山
文
化

財
団
と
と
も
に
日
韓
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
日
韓
共
同
で
取

り
組
む
意
味
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

一
、
朝
鮮
通
信
使
は
日
韓
・
東
ア
ジ
ア
・
世
界
平
和
を
志
向
し
た
平

和
遺
産
で
あ
る

二
、
多
国
間
の
共
同
申
請
は
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
申
請
件
数
の
制
限
を
う

け
な
い
（
一
国
二
件
ま
で
の
制
限
が
あ
る
が
、
ユ
ネ
ス
コ
は
多
国

間
登
録
申
請
を
推
奨
）

三
、
平
成
二
七
年
度
は
日
韓
国
交
正
常
化
五
〇
周
年
で
、
友
好
関
係

修
復
の
象
徴
と
な
る

し
か
し
、
対
馬
の
仏
像
盗
難
問
題
は
こ
こ
で
も
暗
い
影
を
落
と
し
て

ユネスコ推進部会の発足
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い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
登
録
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
動
き
の
一
方
で
、
仏

像
盗
難
問
題
は
ユ
ネ
ス
コ
の
定
め
る
文
化
財
の
不
正
輸
出
入
条
約
に
抵

触
し
て
い
る
と
い
う
矛
盾
が
お
こ
っ
て
い
る
現
状
で
す
。
な
ん
と
し
て

も
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
く
、
韓
国
側
に
是
正
を
要
請
し
て
い
ま
す（
二

〇
一
五
年
七
月
、
盗
ま
れ
た
二
躯
の
う
ち
一
躯
が
返
還
さ
れ
た
）。

こ
う
し
た
問
題
が
あ
り
な
が
ら
も
対
馬
は
交
流
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
反
発
も
あ
る
の
で
す
が
、
対
馬
の
役
割
を
果
た
し
、
対
馬

の
生
き
る
道
を
模
索
し
な
が
ら
、
対
馬
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
三
世
紀
の
中
国
の
歴
史
書　

魏
志
東
夷
伝
倭
人
伝
（
魏
志

倭
人
伝
）
の
言
葉
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
初
め
て
一
海
を
渡
る
千
余
里
対
馬
国
に
至
る
。
居
る
所
絶
島
、
方
四

百
里
ば
か
り
。
土
地
は
山
険
し
く
、
森
林
多
く
、
道
路
は
禽
鹿（
動
物
）

の
径（
道
）の
如
し
。
千
余
戸
有
り
、
良
田
無
く
、
海
物
を
食
し
て
自
活

し
、
船
に
乗
り
て
南
北
に
市
糴
す
（
交
易
す
る
）。』

短
い
文
章
で
対
馬
の
特
色
を
よ
く
捉
え
て
お
り
、
古
代
か
ら
対
馬
が

海
洋
を
利
用
し
て
大
陸
や
九
州
本
土
を
往
来
し
、
物
資
だ
け
で
な
く
文

化
を
伝
え
て
き
た
状
況
が
偲
ば
れ
ま
す
。

地
理
的
に
も
歴
史
的
に
も
、
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、
対
馬
は
国

際
交
流
の
島
な
の
で
す
。


